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4. 総説・解説など 

[1]  竹内伸介，川﨑央，伊東山登，観測ロケット S-520-31 号機の紹介，2020年度 JAXA相

模原キャンパス・オンライン特別公開，2020/3/26,https://youtu.be/Ht_ifls5nVU 

[2]  伊東山登，”装置間，そして組織間のインターフェース・インテグレーション”JAXA

観測ロケットグループコラム，

https://www.isas.jaxa.jp/home/kansoku/public/post/public_itoyama.html 

[3]  松永浩貴, 伊東山登, 塩田謙人, 伊里友一朗, 松本幸太郎, 勝身俊之, 羽生宏人, 野田

賢, 三宅淳巳, 次世代宇宙推進システムを見据えた高エネルギーイオン液体推進剤の
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[4]  松岡健，後藤啓介，ブヤコフバレンティン，松山行一，川﨑央，伊東山登，渡部広吾輝，

石原一輝，野田朋之，笠原次郎，松尾亜紀子，船木一幸，中田大将，内海政春，羽生宏
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propellant, The 6th International Symposium on Energetic Materials and their Applications 



研究業績 
2023/6/26 更新 

(2017). 

[8]. 火薬学会優秀講演賞：導電性液体推進薬の直接的着火エネルギー印加法の是非, 火薬学

会 2017年度春季研究発表会 (2017). 
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動的・液体推進剤回転デトネーションエンジン物理解明：弾道・軌道上フライト実証展

開, ¥ 205,010,000 2023-2028年, 研究分担者 

[2]. 日本学術振興会 科学研究費助成事業(若手), 日本学術振興会 科学研究費補助金, 高エ

ネルギ一液スラスタのレーザ輻射加熱点火に関する学理探究と点火制御則の構築, 

¥4,680,000, 2022-2024年, 研究代表 

[3]. 戦略的開発研究費（工学）, 宇宙工学委員会, 将来深宇宙探査に向けた革新的超小型推

進システム技術実証 RG, 2021年-, 研究分担（代表：月崎竜童） 

[4]. 日本学術振興会 科学研究費助成事業(研究活動スタート支援), 日本学術振興会 科学研

究費補助金, 高エネルギ物質およびこれを基材とする低毒・高性能液体推進薬の爆轟特

性の基礎解明, ¥2,860,000, 2020-2022年, 研究代表 

[5]. 公益財団法人火薬工業技術奨励会 研究助成金, 低毒・高性能一液推進剤のレーザ輻射

加熱支援触媒着火に関する基礎研究, ¥1,000,000, 2020年, 研究代表 

[6]. 日本学術振興会 科学研究費補助金 特別研究員奨励費(DC2), 高エネルギー塩を基材と

したイオン液体推進薬の着火機構解明と着火遅れ制御, ¥1,500,000, 2018-2020 年, 研究
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【企業共同研究】 

[1]. 川崎重工業株式会社, 小型・高性能スラスタに関する研究, 2018-2020年, 受託研究費無, 

研究分担 

[2]. 旭化成株式会社, 低温ガス発生剤に関する研究, 2020年-, 受託研究費有: ¥1,000,000, 研

究代表 

【その他】 

[1]. 日本学術振興会 科学研究費助成事業(特別推進研究), 日本学術振興会 科学研究費補助
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金，自律圧縮型デトネーション推進機の物理解明：高次統合化観測ロケット宇宙飛行実

証展開， ¥625,170,000，2019-2023年，雇用（特任助教） 

9. 学会活動を含む社会貢献 

[1]. 2022年度〜 (一社)火薬学会 自動車安全部品専門部会 会員 

[2]. 2022年度〜 (一社)火薬学会 SDGsワーキンググループ 会員 

[3]. 2022年度〜 (一社)火薬学会 ガスデトネーション専門部会 会員 

[4]. 2022年度〜 Combustion and Flame Reviewer 

[5]. 2022年度〜 Journal of Evolving Space Activities Reviewer 

[6]. 2023年度〜 Science and Technology of Energetic Material Reviewer 

[7]. 2023年度〜 AIAA Scitech Reviewer 

 

10. 国内学会 

【口頭発表】 

[1]. 松永浩貴, 伊東山登, 羽生宏人, 野田賢, 三宅淳巳, 触媒を添加したアンモニウム系高

エネルギーイオン液体の分解ガス生成挙動,火薬学会 2023年度春季研究発表会, 5, 2023

年 5月 18-19 日，東京都港区 

[2]. 大森稜介, 久保田悠斗, 伊東山登, 塩田謙人, 伊里友一朗, 三宅淳巳, エネルギーイオ

ン液体の電圧印加に伴う分解・着火現象に与える交流電圧の影響, 6, 2023年 5月 18-19

日，東京都港区. 

[3]. 大森稜介, 田中菜月, 久保田悠斗, 伊東山登, 塩田謙人, 伊里友一朗, 三宅淳巳, エネル

ギーイオン液体の電圧印加による着火メカニズムに与える水分の影響, 6, 2023 年 5 月

18-19 日，東京都港区.  

[4]. 吉野悟, 朝原誠, 伊東山登, 井上慶彦, 志田浩, 高橋良尭, 西脇洋佑, 藤﨑陽次, 松本幸

太郎, 毛利剛, SDGsの課題に対する火薬関連技術の検討, 39, 2023年 5月 18-19 日，東

京都港区. 

[5]. 木村朋亮, 中田耕太郎, 伊東山登, 川﨑央, 松岡健， 笠原次郎, 松尾亜紀子, 船木一幸, 

佐藤晃浩, 石川佳太郎, 水素-酸素を推進剤として用いた回転デトネーションエンジン

の実験研究, 2022年度衝撃波シンポジウム, 2C2-2, 2023年 3月 8-10 日, 茨城県つくば市 

[6]. 工藤祐介, 伊東山登, 松岡健, 笠原次郎, 共振管式点火装置に向けた実験と検討, 2022

年度衝撃波シンポジウム, 1C1-3, 2023年 3月 8-10 日, 茨城県つくば市 

[7]. 稲田将大, 阪田倫平, 中田耕太郎, 石原一輝, 伊東山登, 川﨑央, 松岡健， 笠原次郎, 松

尾亜紀子, 船木一幸, 単円筒回転デトネーションエンジンの壁面水冷温度計測の実験

研究, 2022年度衝撃波シンポジウム, 2C1-1, 2023年 3月 8-10 日, 茨城県つくば市 

[8]. 阪田倫平, 稲田将大, 伊藤志朗, 石原一輝, 伊東山登, 川﨑央, 松岡健， 笠原次郎, 船木
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一幸, 松尾亜紀子, 連結型円筒回転デトネーションエンジンを用いたクラスタリング

の基礎実験, 2022年度衝撃波シンポジウム, 2C1-2, 2023年 3月 8-10 日, 茨城県つくば市 

[9]. 笠原次郎，松山行一, 松岡健，川崎央, 伊東山登, 石原一輝, 伊藤志朗，中田耕太郎, 佐

藤寛, 松尾亜紀子, 船木一幸, 中田大将, 内海政春, 江口光, 羽生宏人, 荒川聡, 増田純

一, 前原健次, 臼杵智章, 山田和彦, 中尾達郎, 観測ロケット S-520-34 号機による液

体推進剤デトネーションエンジンシステム飛行実証実験, 第 5 回観測ロケットシンポ

ジウム, III-6, 2023年 2月 28 日- 3月 1 日，神奈川県相模原市 

[10]. 松本幸太郎，伊東山登，松永浩貴，勝身俊之，塩田謙人，伊里友一朗，羽生宏人，高エ
ネルギーイオン液体を推進剤とする小型 SJ スラスタの実証，第 5 回観測ロケットシ

ンポジウム, II-6, 2023年 2月 28 日- 3月 1 日，神奈川県相模原市 
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